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１ 育成を目指す資質・能力

主体的に英語を用いて他者に配慮しながらコミュニケーションを図る資質・能力

２ 育成を目指す資質・能力について

英語を取り扱う本校英語科・英語活動では，「未来を拓く子ども」の育成のために，「主体的に英

語を用いて他者に配慮しながらコミュニケーションを図る資質・能力」を育むことが必要であると捉

えた。「主体的に英語を用いて他者に配慮しながらコミュニケーションを図る」とは，英語を用いて

自ら声をかけて相手の反応を確かめながら話したり質問・返答をしながら聞いたりすることである。

この資質・能力が育まれることで，他者とコミュニケーションを図りながら，よりよい解決を追究し

続けることができるようになる。これは外国語科・外国語活動に求められる，外国語やその背景にあ

る文化に対する理解を深め，相手や他者に配慮しながら，主体的に英語を用いてコミュニケーション

を図ろうとする態度を養うことにつながる。この資質・能力を育むためには，外国語によるコミュニ

ケーションにおける見方・考え方を働かせ，問題解決を図る中で，子どもの「知識及び技能」「思考

力，判断力，表現力等」「学びに向かう力，人間性等」の三つの柱が相互に関係し合うことが大切で

ある。以下は，資質・能力の三つの柱の具体と，外国語によるコミュニケーションにおける見方・考

え方である（図１）。

学びに向かう力，人間性等

自ら進んで英語を用いて相手の反応を確かめながら，考えや気持ちを伝え合おうとする態度

知識及び技能 思考力，判断力，表現力等

英語の音声や文字，英語表現，文構造，言語の働 目的や場面，状況に応じて英語表現の選択・組合

きについての気付きや知識 せをし，英語を用いて考えや気持ちを伝え合う力

コミュニケーションにおける基礎的な技能

外国語によるコミュニケーションにおける見方・考え方

外国語で表現して伝え合うため，外国語やその背景にある文化を，社会や世界，他者との関わりに着目し

て捉え，コミュニケーションを行う目的や場面，状況等に応じて，情報を整理しながら考えなどを形成し，

再構築すること

図１ 本校英語科・英語活動が育成を目指す資質・能力の三つの柱と「見方・考え方」

３ 研究の方向

これまでの研究において，次頁のような学習指導の工夫を行った。

主体的に英語を用いて他者に配慮しながらコミュニケーションを図る資質・能力

英
語
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＜具体例 ６年「Welcome to Wonderful Gunma！～群馬の魅力を紹介しよう～」＞

○提示する場面や状況：聞き手の知りたい情報や聞き手の情報 ○方法：メールの代読

課題例「留学生のトラヴィスさんに群馬でおすすめのレストランや遊園地，リラックスできる場

所を知ってもらえるように，群馬の魅力を英語で紹介できるようになろう」（目的①）

Check ListやUnit Listを基に自らの表現を確認する機会の設定（イ）

「見方・考え方」を働かせて協働的に学ぶ姿の表出を促すために，子どもが考えや気持ちを伝える

英語表現の内容や伝え方についての十分さや不十分さを自覚できるようにすることが大切である。そ

こで，５・６年の英語科では，「つかむ」過程において「聞く」「話す（発表）」「話す（やりとり）」

の３つの技能（伝え方を含む）について課題を解決した具体的な姿を明確にし，ルーブリックで示す

Check Listを提示する。３・４年の英語活動では，「聞く」「話す」内容や伝え方を表にした Unit List

を子どもと一緒に作成する。また，「追究する」及び「まとめる」過程において，英語表現に対する

見通しをもつ際や英語表現を用いて伝え合う際に，Check Listや Unit Listを基に自らの表現について

確認するよう促す。また，単位時間の最後に Check Listや Unit Listに自らの表現についてチェックを

記入する機会を設定する。

＜具体例 ６年「This is my dream！～私たちの将来の夢宣言！～」＞ ○ Check List の例

目的（何のために） 場面（いつ？どこで？） 状況（誰に？どのように？）

I'm Travis. I'm from America. I came to Maebashi
last month to study Japanese in Gunma University.
I will live in Maebashi for one year. Please tell me
some nice restaurants, amusement parks and
relaxing spots in Gunma.

群馬大学の留学生のトラヴ

ィスさんにおすすめのレス

トランを紹介したいな。

トラヴィスさんに向けて

班ごとに前に出て発表形式で

群馬に外国の方が来たとき

地元を紹介するとき

留学生のトラヴィスさんに群馬でおすすめのレストランや

遊園地，リラックスできる場所を知ってもらうため

観点 OK Good Excellent
最終

自己評価

□話されていることのおおよ □将来の夢の聞き取り □将来の夢と理由の聞き取り
聞く

その内容の推測

内容
□単語で自分の将来の夢や理 □文章で自分の将来の夢と理由 □文章で自分の将来の夢と複

話す 由 数の理由

（発表）

□聞き取りやすい声の大きさ □聞き取りやすい声の大きさや速 □笑顔・アイコンタクト

伝え方 さ □相手に伝わらなかったらジェスチ

ャー・リピート・スローダウン

話す
内容

□単語で将来の夢について質 □文章で将来の夢と理由について □文章で将来の夢の理由としてくわ

（やりとり） 問や返答 質問や返答 しく知りたいことについて質問や

□リアクション 返答

□リアクション
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＜具体例 ３年「What's this? ～スリーヒントクイズ大会をしよう～」＞ ○ Unit List の例

自らの考えや気持ちに合った英語表現の構成や内容の異なる複数のモデルの提示（ウ）

「見方・考え方」を働かせて協働的に学ぶ姿の表出を促すために，子どもの考えや気持ちに合った

英語表現の内容や構成の工夫の仕方が分かるようにすることが大切である。そこで，自らの考えや気

持ちに合った英語表現の構成や内容の異なる複数のモデルを提示する。この学習指導の工夫では，英

語表現に対する見通しをもつ際，ＡＬＴや教師がモデルとして話したりホワイトボートに選択・組合

せができる英語表現を記述したりして提示する。この学習指導の工夫は，既習の英語表現が多くなる

５・６年の英語科の授業において行うこととする。

＜具体例 ５年「Let's make a trip plan.～海外旅行の計画を紹介しよう～」＞

旅行会社の店員と客に分かれ，店員が客に対しておすすめの国を紹介する学習活動

○たくさんのできることを紹介する際のモデル ○板書例

○一番の魅力を強調して紹介する際のモデル

I recommend Italy. You can eat delicious
food, for example spaghetti and pizza. And
you can visit the Colosseum. You can buy a
venetian glass.

What do you want to do?

I want to see a beautiful
secenery.

OK.I recommend Palau. My best point is
a beautiful sea. You can enjoy water
sports and relax.

相手の希望を聞く場合

What do you want to do?

できることを伝える場合

You can eat/ see /buy/ visit～.

一番の魅力を強調する場合

My best point is～.

□果物・野菜・動物 □色 □形

聞く・話す
などの種類

内容
□様子 □クイズの出し方 □クイズの答え方

（これは何？）
OK Good

□Volume □Eye contact

□Speed 相手の目を見ながらクイズを出したり答えたりしよう

伝え方 相手が聞き取りやすい声の大きさや速さでクイ □Gesture
ズを出したり答えたりしよう 相手にうまくクイズが伝わってなかったらジェスチャ

□Smile ーをつけてクイズを出そう

笑顔でクイズを出したり答えたりしよう □Reaction
クイズに当たっていたらThat's right.はずれたらSorr

y,no.などと伝えよう

スペインの一番の魅力としてサグラダファミリアを強調したいから"My best
point is Sagrada Familia."を加えて紹介してみよう。
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H:"Hello."

C:"Hello."

H:"This is Daiya Seto."

"He is a swimmer."

"He is... good at butterfly."（ポスターを見ながら，ゆっくり）

"He is the best swimmer."

C:"Do you want to meet him?"

H:"Yes!"(笑顔で)

このようにＨは，あこがれの人を紹

介するためにポスターを見ながら，ゆ

っくりとあこがれの人を紹介していた。

次に教師は，Ｃを指名して学級全体

の前で紹介するよう促した。その後教

師が，Ｃの紹介について，Check List を

基に良かった所を問いかけた(図１０，１１）。Ｈは，Check Listを確認しながら「声の大きさが良く，

ポスターに書かれていることだけでなく色々な特徴があってよかった。」と発言していた。そして，

Ｈは確認した Check Listを基に，伝え方を意識して相手を替えてあこがれの人の得意なことや特徴，

考えや気持ちを紹介することを繰り返す中で，第８時の最後には，以下のように友達とコミュニケー

ションを図っていた(図１２）。

H:"Hello."

C:"Hello."

H:"This is Daiya Seto."

"He is a swimmer."（相手の目を見ながら笑顔で）

"He is good at butterfly."（相手の目を見ながら大きな声で）

"He is the best swimmer."（笑顔で）

"I want to meet him." （相手の目を見ながら大きな声で）

"Thank you."（笑顔で）

C:"Great!"

このように，Ｈは"I want to meet him."を紹介に加え，調べた情報を見ながらではなく，聞き手の目

を見ながら笑顔であこがれの人について紹介していた。また，Ｈは複数ある特徴，考えや気持ちを伝

える英語表現の中から自らの考えや気持ちに合わせて"He is good at butterfly."等の英語表現を選択・

組合せをして伝えていた。この姿は，あこがれの人について分かりやすく紹介することに向けて，友

図９ Ｈが紹介している様子

図１０ Ｃが紹介している様子 図１１ Check Listで確認する様子

図１２ Ｈが紹介している様子
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達の質問や返答に応じて，英語表現や伝え方の選択・組合せ

をし，伝え合うことを楽しんでいる姿である。よって，「見方

・考え方」を働かせて協働的に学ぶ姿といえる。

その後，Ｈは，Check Listの「文章で，できることや特徴，

考えや気持ち」「笑顔・アイコンタクト」にチェックを付けて

いた。また，Ｈは単元を通して自分のあこがれの人について

詳しく紹介できたことと，友達のあこがれの人を知ることが

できたことに達成感を感じていた(図１３，１４）。

単元全体を通して，Ｈは自らの考えや気持ち

に応じて英語表現や伝え方の選択・組合せを

し，友達とあこがれの人を主体的に紹介し合う

姿が見られた。この姿が見られた要因は２点考

えられる。１点目は，コミュニケーションを図

る目的や場面，状況を明確にした課題を設定したことや，Check Listを基に自らの表現を確認する機

会を設定したことにより，課題を解決した具体的な姿を意識し，伝える際に改善すべき点が分かりや

すくなったことによるものである。２点目は，自らの考えや気持ちに合った英語表現の構成や内容の

異なる複数のモデルの提示したことにより，相手に分かりやすく伝えるための英語表現の内容や構成

の工夫の仕方が分かりやすくなり，主体的にコミュニケーションを図ることにつながったことによる

ものである。

学級全体においても，紹介する内容や伝え方の改善を繰り返すことで Check Listの最終評価で各項

目において"Excellent"を選択する子どもが多く見られ，Unit Goalに対して「見方・考え方」を働かせ

て学ぶ姿につながる「自分の伝え方について」と協働的に学ぶ姿につながる「友達のことで新たに分

かったことについて」の２つの観点で振り返りをする子どもが半数を超えていた。第８時では Try シ

ートの振り返りの記述から，相手の目を見て聞き取りやすい声の大きさや速さであこがれの人につい

て紹介する子どもが９割ほどだった。

以上のように，子どもが「見方・考え方」を働かせて協働的に学ぶための学習指導の工夫を行った

ことにより，主体的に"He/She is good at～ ing.""He/She is～."等の英語表現を用いて相手に配慮しな

がらあこがれの人を紹介する資質・能力の育成につながったと考えられる。

６ 成果と課題

本校英語科・英語活動における問題解決的な学習の中で，「主体的に英語を用いて他者に配慮しな

がらコミュニケーションを図る資質・能力」の育成に向け，「見方・考え方」を働かせて協働的に学

ぶ子どもの姿に焦点を当てて研究を進めてきた。その結果，次のような成果と課題が明らかになった。

○コミュニケーションを図る目的や場面，状況を明確にした課題や，Check Listを基に自らの表現を

確認する機会を設定したり，自らの考えや気持ちに合った英語表現の構成や内容の異なる複数のモ

デルを提示したりしたことで，子どもが課題を解決した具体的な姿を意識し，伝える際に改善すべ

き点や相手に分かりやすく伝えるための英語表現の内容や構成の仕方が分かるようになった。この

ことから，自らの考えや気持ちを伝える英語表現や伝え方の選択・組合せをし，英語表現や伝え方

を改善しながら自らの考えや気持ちを伝える姿につながったと考えられる。

図１３ 第８時後のＨのCheck List

図１４ 第８時後のＨのTryシート
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○単元を通して，自らの考えや気持ちを伝えることを繰り返すことで，英語表現を獲得し，自ら進ん

で相手の反応を確かめながら自らの考えや気持ちを伝え合うことができた。このことから，「主体

的に英語を用いて他者に配慮しながらコミュニケーションを図る資質・能力」の育成につながった

と考えられる。

○聞き手としてさらに自由に既習の英語表現の中から選択・組合せをし，質問・返答ができるように

するためには，既習の英語表現を用いて伝え合う帯活動で提示する英語表現の内容や回数を工夫す

る必要がある。それにより,「主体的に英語を用いて他者に配慮しながらコミュニケーションを図

る資質・能力」をより効果的に育成できると考える。
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